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これからも
　がんばります

平田　喜次郎さん
ひらた きじろう

元議長、元町長。第52号から67号まで編集委員

　分かりやすい紙面を心がけて編集していた。議会
終了後ただちに取りかかり、一般質問は編集委員が書
いていた。今の議会だよりはすっきりしていて読みや
すいし、議会や町長のがんばりがよく分かる。

宮田　登さん
元議長。編集委員として第1号から
6号まで関わる

　議会だよりは議員がすべての編集を
行っています。これからも読みやすく分
かりやすい紙面づくりを心がけます。

発行つづけて
150号へ

37年
の歩み

しんまち みのり

平山　政之さん
元職員。第１号発行時の議会事務局長

久保山　文利さん
元副議長。第68号から83
号まで委員長として編集
に携わる

　一般質問の記事は質問
者が書くようにしていた
が、締め切りが守られない
ので委員が議事録を見な
がら書いていた。定例会終
了後1ヶ月で出すのに苦労
した。
　住民の声をたくさん載
せる特集を組んでもいい
のではないか。

　当初は一般質問中に編集委員が
速記して原稿にまとめていたが、
発言と記事に相違があったりして、

議事録と照合して書くようになった。
　議員は執行部の追認ばかりでなく、反対は反対と意
思表明することも大事だと思う。

　当時、議会事務局は局長１人だけだった。
議会活動を住民に周知しようとの気運が高
まり、議会だよりを発刊した。
　一般質問者の名前を載せなかったのは、

議員の宣伝にならないようにとの配慮だったと思う。

　当時はフォトニュースとして町内の行
事を掲載していたので、よく写真を撮り
に行った。役場職員と議会事務局長の立
場にジレンマもあった。

　限られた予算の中での議会活動は大変でしょうが頑張っ
てほしい。

平田　輝男さん
元職員。第66号から85号発行時の議会
事務局長

　議会だよりは時々読んでい
ます。来年18歳になるので、政

治のことも勉強したいです。私たち若者が町を
もっと元気にできたらいいなと思っています。

新町　美法さん
朝倉高校２年。平成22年の
128号「町民の声」に登場

中島　恒樹さん
元議長。副委員長として第52号
から67号、委員長として84号か
ら99号を担当

　たちあらい議会だよりは、昭和53年4月に第 1号を発行し、今年の4月で通算150号
となりました。初期の号を読み返すと、図の活用 や住民アンケート、迅速な発行など、便
利な機器のなかった時代にもさまざまな努力 や工夫が見て取れます。
　発行に関わった方々に当時の思いや期待を 語っていただきました。

　昭和53年4月の第1号です。議長
は古賀徹氏、町長は四ケ所靖登氏。
一般会計の予算は14億円（現在は
60億円）。
　予算案への質疑応答や賛成・反対
の討論などがくわしく紹介されてい
ます。

　第61号（H6年2月）
表紙がフルカラーに。新築になったドリームセンター
での成人式祝賀会の様子です。 　第80号（H10年10月）

記事を2色刷りに。大きな見出
しと写真で目を引く構成です。

　第101号（H16年3月）
裏表紙に「住民の声」連載開始。
以降10年以上続いています。

　第137号（H25年2月）
表紙、レイアウトを一新！
現在のスタイルに。

　第146号（H27年5月）
町村議会・全国議会広報コン
クールで10位入賞しました。

　第150号（H28年4月）
住民のみなさんとの懇談やイ
ンターネット中継など、新しい
企画にも取り組んでいます。

　第147号（H27年7月）
本文もフルカラーに。毎回配色に苦労してい
ます。

　
第
30
号（
Ｓ
61
年
１
月
）

決
算
の
概
要
を
図
で
分
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　
第
46
号（
H
２
年
４
月
）

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
う
け
、一
般

質
問
者
の
名
前
と
顔
写
真
を
掲
載
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

くぼやま ふみとし

なかしま つねきひらた てるお

　当時は編集委員が記事を書き、
事務局に確認してもらっていた。
委員長として、発行を終えるとホッとしていた。
　議会の独立性を高め、議会が執行部にしっかり意
見することも大切なことだと思う。

みやた のぼる ひらやま まさゆき
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　4月22日から27日にかけて、町内4校区の会場で議会

報告会を開催し、昨年を上回る121名の方に参加いただ

きました。

　テーブルごとの懇談では、地震・防災への対応や定住

促進住宅に関する質問など多くの意見が出されました。

　寄せられたご意見を町政に反映させるため、2つの委

員会で対応を検討中です。

議会報告会
開催しました
議会報告会
開催しました

第６回第６回 しっかり かします
みなさんの
活
声

○余震が続いて不安がる人が多
く、せめて避難所は開設すべき
だった。

○地域の区長や民生委員への連絡
がなかった。福祉と連携した対
応が必要では。

○自主防災組織の具体化を。

地震への対応は地震への対応は

○議員は選挙の時だけでなく日ご
ろの活動もがんばってほしい。

○町の「検討する」という答弁はそ
の後もしっかり追及すること。

○報告会で出た意見をどのように
反映させるかが重要。

住民に見える議員活動を住民に見える議員活動を

○学校に冷房をつけてほしい。トイ
レの洋式化も早急に。

○子どもが減り、学校が統廃合さ
れるのではないかと不安だ。

○通学路改善の要望を出してもな
かなか実現しない。

学校・通学路対策を学校・通学路対策を
○住宅用に新しく土地を買うとのこ
とだが、ニーズ調査はしたのか。

○土地を購入する際、議会で厳しく
チェックしてほしい。

○子どもが減っている大堰や大刀
洗校区に建ててほしいという声
もある。

定住・人口対策は定住・人口対策は

○消防団や民生委員のなり手が少
なく頭が痛い。

○アパートが増え、配布物をどうす
るか苦労している。

○今村天主堂は駐車場やトイレの
整備を進めてほしい。

地域の課題をどうする地域の課題をどうする

○もっと収入を増やしたいので6次
産業を興してほしい。町からもよ
い案を。

○新規の農業者を増やすために、
町独自の助成を受けられるよう
条件を緩和してほしい。

○大豆の補助金は2年後に打ち切
られるとのことだが継続を。

農業への支援は農業への支援は

○手話で交流する場がほしい。手話
通訳派遣申請の書き方が難しい。

○障がい者や生活弱者に寄り添っ
てともに考える姿勢がほしい。

○高齢化が進むので、今のうちに
移動販売や巡回バスなどの手立
てを。

福祉の充実を福祉の充実を

み
な
さ
ん
か
ら

　
　
い
た
だ
い
た

　
　
　
　
声
は
・・・

　担
当
の
常
任
委
員
会
で
審
議
し
、行
政

に
提
言
す
べ
き
も
の
、議
会
で
調
査
す
べ

き
も
の
な
ど
に
ま
と
め
て
議
会
だ
よ
り

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

31名

33名

33名

24名

菊　池

大刀洗

本　郷

大　堰

報
告
会

４
月委

員
会
で
対
応
を
検
討

６
月
〜

結
果
を
報
告
、提
言

９
月 分

野
別
に
整
理
し
、

常
任
委
員
会
に
付
託

５
月 ご参加ありがとうございました

　今
後
も
各
種
団
体
と
の
懇

談
な
ど
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※本郷会場では手話通訳者を配置しました。
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一
般
会
計
の
総
額
を
、
３
３
７
３
万
円

増
額
し
て
60
億
７
８
８
５
万
円
に
。
主
な

追
加
は
左
表
の
と
お
り
。

議員
　

空
き
家
の
実
態
調
査
の
委
託
先
、

調
査
期
間
、
内
容
は
。

課長
　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
（
※
）
で

選
定
し
調
査
期
間
は
年
度
内
。
今

回
は
外
観
を
目
視
調
査
す
る
が
、
今
後
は

必
要
に
応
じ
て
立
ち
入
り
調
査
も
考
え
る
。

議員
　

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
、
今
後
の

計
画
は
。

課長
　

県
の
空
き
家
対
策
部
会
に
参
加

し
て
お
り
、
ど
う
い
う
利
活
用
が

あ
る
か
研
究
中
。
所
有
者
の
意
向
も
聞
き
、

転
売
、
改
築
、
解
体
な
ど
を
分
類
し
活
用

を
図
り
た
い
。

　

１
億
５
３
４
６
万
円
で
半
田
建
設
が
落
札
。

北
校
舎
の
大
規
模
改
修
、
２
階
渡
り
廊
下
の

新
設
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
。
７
月
の
臨

時
議
会
で
可
決
し
た
。

①　

国
保
税
の
上
限
額
を
引
き
上
げ

②　

軽
減
対
象
世
帯
を
拡
大　

議員
　

住
民
へ
の
影
響
額
と
対
象
世
帯

数
は
。

課長
　

16
世
帯
が
増
税
、
14
世
帯
が
減

税
と
な
る
。
全
体
で
206
万
円
の
税

収
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

内容 追加額

熊本への災害見舞金 500万円

本郷ふれあいセンターの机を購入 241万円

空き家などの実態調査を委託 589万円

プレミアム商品券発行に補助 420万円

大堰神社下の危険雑木を伐採 130万円

北鵜木地区の排水を整備 250万円

町営大堰住宅駐車場の名義変更訴訟 416万円

ドリームセンターの排煙窓を修繕 166万円

6月議会で追加された主なもの

　

６
月
議
会
は
、
14
日
か
ら
21
日
ま
で
８
日
間
の
会

期
で
開
催
し
、
中
学
生
の
入
院
費
助
成
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
補
助
、
空
き
家
調
査
委
託
費
な
ど
10
議
案

す
べ
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

７
月
8
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
契
約
１
件
を
可
決

し
ま
し
た
。

６・7月
議会

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
補
助
、

　
　
空
き
家
調
査
な
ど
を
追
加

補
正
予
算
（
一
般
会
計
）

国
保
税
の
改
正（
専
決
）

菊
池
小
学
校
の
改
修
工
事
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国
保
の
増
税
は
事
後
承

認
で
は
な
く
議
会
に
か
け

て
議
決
を
得
る
べ
き
。

　

軽
減
措
置
も
あ
る
し
、

財
源
確
保
の
た
め
の
引
き

上
げ
は
や
む
を
得
な
い
。

平
山

長
野

討論
反対賛成

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は

　

価
格
の
み
に
よ
る
決
定
で

は
な
く
、
企
画
や
技
術
提
案

の
審
査
も
含
め
た
競
争
入
札

の
こ
と
。

夏休み期間から工事が始まる



　

27
年
度
の
斎
場
利
用
は
62
件
で

売
上
高
は
５
２
４
７
万
円
。
町
に

対
し
て
１
５
０
０
万
円
の
寄
付
を

行
っ
た
。

　

28
年
度
は
、ふ
る
さ
と
会
員（
友

の
会
）
の
加
入
促
進
な
ど
で
年
間

60
件
の
受
託
、
町
へ
の
寄
付
１
千

万
円
を
目
標
と
す
る
。

　

27
年
度
の
事
業
収
益
は
ゼ
ロ
。

所
有
す
る
土
地
は
山
隈
の
大
刀
洗

南
工
業
団
地
（
４
７
８
５
㎡
、
帳

簿
価
格
７
３
２
２
万
円
）
の
み
。

早
期
の
売
却
を
め
ざ
す
。

　

28
年
度
は
定
住
促
進
住
宅
の
用

地
取
得
と
造
成
（
事
業
費
７
千
万

円
）
を
計
画
し
て
い
る
。

　

27
年
度
の
決
算
額
は
２
億

８
５
７
８
万
円
。
う
ち
大
堰
保

育
園
が
７
８
７
５
万
円
、
本
郷

保
育
園
が
１
億
４
１
９
９
万
円

を
占
め
る
。

　

28
年
度
は
地
域
福
祉
計
画
に

も
と
づ
く
事
業
展
開
、
要
援
護
者

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
推

進
、
社
協
の
基
盤
強
化
に
重
点
を

置
き
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
大

刀
洗
町
を
め
ざ
す
。

６月定例会／7月臨時会

安
丸
眞
一
郎

黒
木
　
德
勝

森
田
　
勝
典

林
　
　
威
範

平
田
　
利
治

松
熊
武
比
古

長
野
　
正
明

平
田
　
康
雄

高
橋
　
直
也

平
山
　
賢
治

花
等
　
順
子

山
内
　
　
剛

一般会計、国保会計補正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

税条例の改正（専決処分） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

国保税条例の改正（専決処分） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ -

消防団、子ども医療費、障害者医療費の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

セキュリティ対策機器購入の契約 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

訴えの提起、損害賠償額の決定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

菊池小北校舎改修工事の契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案に対する各議員の賛否（○…賛成、×…反対） ※議長は採決に加わらない。

　

国
の
基
準
に
従
い
、
町
シ
ス
テ

ム
の
強
化
を
は
か
る
。
現
在
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
構
築
し
て

い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

と
４
８
７
０
万
円
で
契
約
し
た
。

議員
　

約
５
千
万
円
の
事
業
を

入
札
せ
ず
随
意
契
約
で

行
う
の
は
適
切
か
。
他
社
か
ら
見

積
も
り
は
と
っ
た
の
か
。

企画監
　

他
に
１
社
の
見
積
も
り

を
確
認
し
て
い
る
。
町
が

算
出
し
た
予
定
価
格
よ
り
提
示
金

額
は
低
く
、
初
期
設
定
も
実
施
し

た
業
者
で
あ
る
た
め
随
意
契
約
と

し
た
。

　

一
日
500
円
を
超
え
た
差
額
を

助
成
。
自
己
負
担
上
限
は
月

３
５
０
０
円
と
し
、
差
額
は
役
場

窓
口
で
払
い
戻
さ
れ
る
。
必
要
な

予
算
は
半
年
間
で
50
万
円
程
度
の

見
込
み
。

　

10
月
か
ら
、
小
学
生
医
療
費
助

成
と
と
も
に
実
施
さ
れ
る
。

町
が
出
資
す
る
団
体
の
経
営
状
況
は

㈱
た
ち
あ
ら
い（
葬
斎
場
）

土
地
開
発
公
社

社
会
福
祉
協
議
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

中
学
生
の
入
院
費
を
助
成
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　このほかに、物損に関する損害賠償
額の決定、消防団の定数の変更、税条
例の改正（専決）などを審議、可決しま
した。
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26
年
に
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
関
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
が
、
町
で
の
支

援
は
。

　
　
　
　

県
と
連
携
し
て
、
家

計
相
談
対
策
、
学
習
支

援
、
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

就
学
援
助
制
度
は
、

子
ど
も
の
入
学
式
に
間

議員町長議員

に
合
う
よ
う
に
入
学
用
品
費
の

支
給
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

３
月
支
給
は
、
考
慮

の
ひ
と
つ
と
考
え
る
。

　
　
　
　

子
ど
も
食
堂
な
ど
の

整
備
に
関
し
、
今
後
の

取
り
組
み
と
展
望
は
。

　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て
の
動

き
は
な
い
。

教育長議員町長

　
　
　
　

図
書
館
に
隣
接
す
る

ド
リ
ー
ム
カ
フ
ェ
を
使

っ
て
、
学
校
給
食
が
な
い
土

曜
、
日
曜
に
子
ど
も
食
堂
と
し

て
の
運
営
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

地
域
で
そ
う
い
う
話

が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
支

援
し
た
い
。

議員教育長

啓発活動に力を入れる

問． 18歳選挙権導入に
　　 関する対策は

一般質問は、議員が町政全般について現状

や方針を問うものです。１人あたりの持ち時

間は答弁を含めて60分です。

掲載している内容は、質問者自身が要約し

広報委員会が校正したものです。全文は、議

会ホームページのほか、議会事務局、各校区

センターでもご覧いただけます。

一 般 質 問
町政を問う！

回
、ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、「
広
報

た
ち
あ
ら
い
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
て
い
る
。

　
　
　
　

近
年
、投
票
率
の
低

下
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、選
挙
権
の
行
使
は
国
民

の
意
見
を
代
弁
す
る
議
員
を
選

ぶ
重
要
な
行
為
。若
い
世
代
の

投
票
率
向
上
の
た
め
の
町
の
啓

発
活
動
は
行
わ
れ
た
か
。

　
　
　
　

チ
ラ
シ
の
全
戸
配

布
、広
報
車
に
よ
る
巡

議員町長

　
　
　

18
、19
歳
が
約
300
名
。

若
者
に
政
治
へ
の
参
加

意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

課長

問.

低
所
得
層
の
子
ど
も
に
支
援
を

３
つ
の
事
業
を
実
施

町
長
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26
年
に
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
関
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
が
、
町
で
の
支

援
は
。

　
　
　
　

県
と
連
携
し
て
、
家

計
相
談
対
策
、
学
習
支

援
、
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

就
学
援
助
制
度
は
、

子
ど
も
の
入
学
式
に
間

議員町長議員

に
合
う
よ
う
に
入
学
用
品
費
の

支
給
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

３
月
支
給
は
、
考
慮

の
ひ
と
つ
と
考
え
る
。

　
　
　
　

子
ど
も
食
堂
な
ど
の

整
備
に
関
し
、
今
後
の

取
り
組
み
と
展
望
は
。

　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て
の
動

き
は
な
い
。

教育長議員町長

　
　
　
　

図
書
館
に
隣
接
す
る

ド
リ
ー
ム
カ
フ
ェ
を
使

っ
て
、
学
校
給
食
が
な
い
土

曜
、
日
曜
に
子
ど
も
食
堂
と
し

て
の
運
営
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

地
域
で
そ
う
い
う
話

が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
支

援
し
た
い
。

議員教育長

　
　
　
　

子
ど
も
達
が
交
通
事

故
や
不
慮
の
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
な
く
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
考
え
て
い
た

ら
、他
の
自
治
体
で「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」の
幟

の
ぼ
り

を
見
た
。

本
町
の
対
応
を
問
う
。

　

①
町
は
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン

議員

ス
で
取
り
組
ん
で
き
た
か
。
②

現
在
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。
③
こ
の
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
考
え

は
。

　
　
　
　

①
基
本
的
に
は
警
察

か
ら
小
学
校
経
由
で

各
家
庭
へ
協
力
を
働
き
か
け
て

教育長

い
る
よ
う
で
あ
る
。
②
警
察
署

は
事
業
を
継
続
し
て
い
る
が
協

力
件
数
ゼ
ロ
の
校
区
も
あ
り
、

所
管
が
あ
や
ふ
や
な
状
況
で
も

あ
る
。
③
本
町
で
は
子
ど
も
110

番
は
進
ん
で
な
い
の
で
、
集
団

登
下
校
の
実
施
、
青
パ
ト
に
よ

る
巡
回
、
危
険
個
所
の
把
握
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

昨
年
８
月
に
台
風
絡

み
の
大
雨
で
左
岸
が
大

き
く
抉え

ぐ

ら
れ
た
。
県
土
整
備
事

務
所
が
迅
速
に
復
旧
し
て
く
れ

た
が
、
工
事
で
川
も
深
く
な
り

町
道
が
以
前
よ
り
狭
く
感
じ
ら

れ
、
車
両
の
転
落
事
故
が
発
生

議員

啓発がなく自然消滅し
た可能性が高い

問． 18歳選挙権導入に
　　 関する対策は

問．「子ども１１０番の家」
　　 の現状は

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

若
者
に
積
極
的
に

呼
び
か
け
地
域
活
性

化
を
実
現
し
よ
う
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

子
ど
も
の
安
全
は

誰
が
負
う
の
か
？

課長教育長

問.
陣
屋
川
堤
防
の
転
落
防
止
策
は

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
取
り
付
け
は
困
難

町
長

し
な
い
か
危
惧
し
て
い
る
。
町

は
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

県
の
早
急
な
対
応
に

よ
り
、一
応
危
険
が
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
道
路
は

町長

森田　勝典  議員 高橋　直也  議員

投票率の向上を（期日前投票所）となりの自治体では運動が継続している

車
が
多
数
通
行
す
る
た
め
に
整
備

さ
れ
た
道
路
で
は
な
い
の
で
、ガ

ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
取
り
付
け
は

難
し
い
。

　
　
　
　

護
岸
設
置
さ
れ
た
箇

所
の
段
差
が
あ
る
と
こ

ろ
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置

し
て
い
る
。

課長

　
　
　
　

近
年
、投
票
率
の
低

下
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、選
挙
権
の
行
使
は
国
民

の
意
見
を
代
弁
す
る
議
員
を
選

ぶ
重
要
な
行
為
。若
い
世
代
の

投
票
率
向
上
の
た
め
の
町
の
啓

発
活
動
は
行
わ
れ
た
か
。

　
　
　
　

チ
ラ
シ
の
全
戸
配

布
、広
報
車
に
よ
る
巡

議員町長
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議
員
の

つ
ぶ
や

き

問．区長要望には経過
　　報告を

問． 信号機・右折レーンの
　　 設置を早く

　

現
地
確
認
は
大

事
。
そ
の
後
の
対
応

が
も
っ
と
大
事
。

しっかり協議していく 緊急性の高い事案は
対応する

町長

　
　
　
　

建
設
課
事
業
に
対
す

る
区
長
要
望
へ
の
対
応

は
。昨
年
度
の
要
望
件
数
と
採

択
件
数
は
。

　
　
　
　

要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
後
、現
地
確

認
と
事
業
採
択
を
検
討
し
て
い

る
。昨
年
の
要
望
件
数
は
118
か

所
で
採
択
件
数
は
39
か
所
。

　
　
　
　

緊
急
に
対
応
す
べ
き

事
案
だ
け
で
も
経
過

を
説
明
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

災
害
な
ど
緊
急
性
の

あ
る
事
案
が
要
望
と
し

て
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、内
容

を
考
慮
し
て
対
応
し
た
い
。

議員町長議員町長
　
　
　
　

高
樋
西
部
工
業
団
地

の
完
成
に
と
も
な
い

大
型
車
の
通
行
が
増
え
て
お

り
、
県
道
の
交
差
点
に
信
号
機

や
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
を

急
ぐ
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

昨
年
９
月
に
警
察
に
要

望
し
た
。右
折
レ
ー
ン
は

県
土
整
備
事
務
所
と
協
議
す
る
。

議員町長

　
　
　
　

下
高
橋
区
の
排
水
路

は
毎
年
被
害
が
出
て

い
る
が
、
災
害
復
旧
事
業
で
対

応
で
き
な
い
か
。

議員

　
　
　
　

私
も
現
地
を
確
認
し

た
が
、
今
す
ぐ
対
応

で
き
る
補
助
事
業
は
な
い
た

め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

町長

　
　
　
　

県
道
の
植
栽
帯
の
樹

木
が
見
通
し
を
妨
げ

て
い
る
が
。

議員 問.

歩
道
延
長
の
早
期
着
手
を

バ
イ
パ
ス
の
建
設
が
優
先

町
長

問.

下
水
道
利
用
料
の
滞
納
が
増
え
て
い
る
が

徴
収
を
強
化
す
る

町
長 　

　
　
　

中
学
校
横
の
歩
道
設

置
を
再
開
す
る
よ
う

区
長
か
ら
県
へ
２
回
も
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ

経
過
説
明
が
な
い
の
か
。

　
　
　
　

道
路
整
備
事
業
の
区

間
で
あ
る
た
め
実
施

で
き
な
い
こ
と
は
説
明
済
み
。

そ
の
後
は
、
工
事
の
内
容
が
決

ま
っ
て
い
な
い
た
め
経
過
説
明

が
で
き
て
い
な
い
。

議員町長
　
　
　
　

確
認
し
必
要
で
あ
れ
ば

県
に
伐
採
要
望
を
す
る
。

課長

　
　
　
　

過
去
５
年
間
の
下
水

道
利
用
料
の
収
納
率

は
毎
年
１
％
ず
つ
下
が
っ
て
き

て
い
る
が
対
策
は
。

議員

　
　
　
　

滞
納
者
に
対
し
て
年

２
回
の
催
促
書
を
送

付
。20
万
円
以
上
の
高
額
滞
納

者
を
中
心
に
年
２
回
直
接
訪
問

す
る
な
ど
徴
収
の
強
化
を
は
か

っ
て
い
る
。

町長

　
　
　
　

工
事
は
い
つ
再
開
す

る
の
か
。
バ
イ
パ
ス

の
建
設
が
始
ま
れ
ば
歩
道
の
工

事
は
優
先
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　

再
開
の
時
期
は
未

定
。
歩
道
よ
り
も
バ
イ

パ
ス
の
建
設
が
優
先
さ
れ
る
。

議員町長

平田　康雄  議員

工事がストップしている歩道

供
な
ど
移
住
後
の
支
援
を
し
て

も
ら
う
。

　
　
　
　

担
当
部
署
と
の
連
携

は
。

　
　
　
　

行
政
情
報
は
役
場
窓

口
、
地
域
情
報
は
集

落
支
援
員
と
連
携
し
な
が
ら
移

住
・
定
住
増
加
に
取
り
組
む
。

議員課長
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問． 信号機・右折レーンの
　　 設置を早く

問．空き家の対策と
　　活用は

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

下
水
道
の
健
全
運
営

の
た
め
に
も
滞
納
ゼ
ロ

に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て

も
ら
い
た
い
。

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

子
ど
も
が
マ
ム
シ

に
で
も
か
ま
れ
た
ら

ど
う
す
る
の
だ
ろ
う

か
。

有効な方法を考えたい 町長町長

　
　
　
　

本
町
に
は
危
険
家
屋

を
含
め
て
147
軒
の
空

き
家
が
あ
る
。
28
年
度
は
600
万

円
近
い
予
算
を
か
け
て
調
査
を

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
、空
き
家
に
な
っ
て
い

る
危
険
家
屋
は
、環
境
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。空
き
家

が
通
学
路
の
近
く
に
あ
れ
ば
、

子
ど
も
に
と
っ
て
非
常
に
危
険

で
あ
る
。特
に
10
数
年
以
上
放

置
さ
れ
て
い
る
物
件
は
マ
ム

シ
・
ム
カ
デ
、シ
ロ
ア
リ
が
繁
殖

し
や
す
い
の
で
、国
の
空
き
家

対
策
法
を
活
用
し
て
早
急
に
対

処
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、役
場
に

空
き
家
の
相
談
窓
口
を
設
置
で

き
な
い
か
。

議員

　
　
　
　

状
態
の
良
い
中
古
住

宅
は
、不
動
産
業
者
が

手
を
入
れ
て
す
ぐ
販
売
を
す

る
。

　

町
が
関
与
で
き
る
物
件
は
か

な
り
難
し
く
、
簡
単
で
は
な
い

が
な
に
か
利
用
す
る
方
法
を
考

え
た
い
。

　

福
岡
の
大
手
業
者
に
も
相
談

し
て
お
り
、
い
ず
れ
町
内
を
見

て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
る

が
、
す
ぐ
に
担
当
者
を
置
い
て

具
体
的
に
進
め
る
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

町長 問.

地
域
案
内
人
の
役
割
は

移
住
後
の
支
援
を
し
て
も
ら
う

町
長

　
　
　
　

過
去
５
年
間
の
下
水

道
利
用
料
の
収
納
率

は
毎
年
１
％
ず
つ
下
が
っ
て
き

て
い
る
が
対
策
は
。

議員

　
　
　
　

滞
納
者
に
対
し
て
年

２
回
の
催
促
書
を
送

付
。20
万
円
以
上
の
高
額
滞
納

者
を
中
心
に
年
２
回
直
接
訪
問

す
る
な
ど
徴
収
の
強
化
を
は
か

っ
て
い
る
。

町長

松熊 武比古  議員 安丸 眞一郎  議員

見通しの悪い交差点

空き家対策は緊急の課題

　
　
　
　

地
域
と
移
住
者
を
つ

な
ぐ
地
域
案
内
人
の

具
体
的
な
役
割
は
。

議員

　
　
　
　

集
落
支
援
員
を
中
心

に
お
願
い
し
て
い
る
。生

活
面
や
文
化
面
な
ど
の
情
報
提

町長

供
な
ど
移
住
後
の
支
援
を
し
て

も
ら
う
。

　
　
　
　

担
当
部
署
と
の
連
携

は
。

　
　
　
　

行
政
情
報
は
役
場
窓

口
、
地
域
情
報
は
集

落
支
援
員
と
連
携
し
な
が
ら
移

住
・
定
住
増
加
に
取
り
組
む
。

議員課長
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問．旅費の不正受給防止
　　の対策は

問． 熊本地震を受けての
　　 対策は

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

海
外
出
張
の
多
い

人
は
マ
イ
ル
も
貯
ま

る
。
そ
れ
を
私
的
に

使
用
し
な
い
よ
う
に

禁
止
規
定
を
。

　
　
　
　

他
自
治
体
に
お
い
て

「
カ
ラ
出
張
」
な
ど
旅

費
精
算
の
ず
さ
ん
な
実
態
が
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
で
は

不
正
受
給
防
止
の
た
め
の
対
策

は
あ
る
か
。
宿
泊
や
飛
行
機
の

搭
乗
証
明
、
領
収
書
、
復
命

書
、
精
算
請
求
な
ど
は
確
認
し

て
い
る
か
。
出
張
の
際
に
マ
イ

レ
ー
ジ
は
積
算
を
許
可
し
て
い

る
か
。

　
　
　
　

出
張
旅
費
は
実
費
支

給
と
し
て
お
り
、
パ

ッ
ク
料
金
及
び
航
空
運
賃
は
領

収
書
を
添
付
さ
せ
、
復
命
書
は

必
ず
提
出
さ
せ
て
い
る
。
宿
泊

や
搭
乗
証
明
は
確
認
し
て
い
な

い
。
マ
イ
レ
ー
ジ
は
特
に
規
制

し
て
い
な
い
。

議員課長
　
　
　
　

４
月
の
熊
本
地
震
に

つ
い
て
。

　

①
発
生
時
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
っ
た
か
。

　

②
余
震
、
降
雨
な
ど
二
次

災
害
の
防
止
体
制
の
整
備

は
。

　

③
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
は
。

　

④
避
難
所
の
耐
震
基
準
は

調
査
し
た
か
。

　

⑤
避
難
所
の
設
置
場
所
の

基
準
を
設
定
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

①
震
度
３
及
び
４
の

揺
れ
を
観
測
し
、発
生

後
、第
一
配
備
体
制
を
と
り
、被

害
状
況
確
認
の
た
め
町
内
巡
視

を
行
っ
た
。
数
件
の
被
害
を
確

議員町長

　
　
　
　

国
家
公
務
員
は
10
数

年
前
か
ら
証
明
書
添

付
な
ど
で
不
正
で
き
な
い
環
境

議員

を
作
っ
て
い
る
。地
方
自
治
体

も
こ
れ
に
な
ら
い
、旅
費
に
関

す
る
規
定
の
早
急
な
作
成
を
。

　
　
　
　

「
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法
」
に
基
づ
い

て
、
空
き
家
の
相
続
人
や
持
ち

主
と
の
交
渉
及
び
勧
告
の
実
績

は
あ
る
か
。

　
　
　
　

昨
年
末
に
特
定
空
き

家
の
判
断
基
準
が
示

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後

は
必
要
に
応
じ
て
法
に
基
づ
く

指
導
勧
告
、
命
令
な
ど
を
行
っ

て
い
く
。

議員町長

認
し
て
防
災
機
関
へ
報
告
し

た
。16
日
中
は
電
話
対
応
し
待

機
し
た
。

　

②
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
で

防
災
機
関
と
連
絡
を
取
り
待
機

し
た
。

　

③
町
内
事
業
者
が
行
う
場
合

は
費
用
の
40
％
相
当
額
で
60
万

円
が
上
限
、町
外
事
業
者
は
20

％
相
当
額
の
30
万
円
が
上
限
と

な
る
。

　

④
町
内
13
ヵ
所
の
指
定
避
難

所
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。

　

⑤
地
域
防
災
計
画
に
は
設
定

し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

区
長
や
民
生
委
員
に

電
話
連
絡
は
し
た
の

か
。
情
報
を
流
す
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　

連
絡
し
て
い
な
い
。今

後
の
対
策
の
取
り
方
に

つ
い
て
区
長
会
と
協
議
し
た
い
。

　
　
　
　

建
物
応
急
危
険
度
判

定
士
は
、町
で
登
録
制

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
。

議員課長議員

　
　
　
　

県
に
委
託
し
て
安
心

な
住
宅
か
ど
う
か
判

定
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。

課長

防災計画にもとづき対応 領収書、復命書で確認課長

問.

空
き
家
対
策
の
具
体
的
な
運
用
は

基
準
に
従
い
指
導
し
た
い

町
長

　
　
　
　

通
学
路
に
面
し
て
、

蔦
に
覆
わ
れ
、
今
に

も
倒
れ
そ
う
な
空
き
家
も
存
在

し
て
い
る
。
早
急
に
持
ち
主
や

相
続
人
に
勧
告
書
を
出
し
て
も

ら
い
た
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
貧
困
対
策
・

職
員
の
退
職
状
況
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

議員

平田　利治  議員

町内のあちこちに空き家が
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問． 熊本地震を受けての
　　 対策は

問．震災の対応は適切　
　　だったか

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

水
縄
断
層
帯
の
地

震
発
生
確
率
ほ
ぼ
０
％

で
あ
る
が
、起
き
た
ら

「
想
定
外
」に
な
る
の

か
な
あ
？

議
員
の

つ
ぶ
や

き

　

ど
ん
な
課
題
で
も

き
ち
ん
と
町
内
の
状

況
を
把
握
し
、
長
期

的
な
展
望
を
。

　
　
　
　

４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
で
は
、
大
刀

洗
町
で
も
余
震
が
１
週
間
に
わ

た
り
、
高
齢
者
や
民
生
委
員
の

方
か
ら
避
難
所
の
開
設
の
要
望

が
強
か
っ
た
。
町
の
判
断
は
ど

う
だ
っ
た
か
。
今
回
の
教
訓
を

受
け
て
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　

発
生
が
深
夜
で
も
あ

り
、避
難
所
は
開
設
し

議員町長
　
　
　
　

４
月
の
熊
本
地
震
に

つ
い
て
。

　

①
発
生
時
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
っ
た
か
。

　

②
余
震
、
降
雨
な
ど
二
次

災
害
の
防
止
体
制
の
整
備

は
。

　

③
住
宅
の
耐
震
改
修
費
の

補
助
制
度
は
。

　

④
避
難
所
の
耐
震
基
準
は

調
査
し
た
か
。

　

⑤
避
難
所
の
設
置
場
所
の

基
準
を
設
定
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
　

①
震
度
３
及
び
４
の

揺
れ
を
観
測
し
、発
生

後
、第
一
配
備
体
制
を
と
り
、被

害
状
況
確
認
の
た
め
町
内
巡
視

を
行
っ
た
。
数
件
の
被
害
を
確

議員町長

な
い
ほ
う
が
よ
い
と
判
断
し
た
。

６
名
の
職
員
を
被
災
地
に
派
遣

し
現
地
で
活
動
し
た
の
で
、経
験

を
今
後
の
対
応
に
生
か
し
た
い
。

な
る
。

　

④
町
内
13
ヵ
所
の
指
定
避
難

所
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

る
。

　

⑤
地
域
防
災
計
画
に
は
設
定

し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

区
長
や
民
生
委
員
に

電
話
連
絡
は
し
た
の

か
。
情
報
を
流
す
こ
と
が
大
事

だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　

連
絡
し
て
い
な
い
。今

後
の
対
策
の
取
り
方
に

つ
い
て
区
長
会
と
協
議
し
た
い
。

　
　
　
　

建
物
応
急
危
険
度
判

定
士
は
、町
で
登
録
制

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
。

議員課長議員
　
　
　
　

近
隣
の
自
治
体
は
避

難
所
や
救
援
物
資
受

け
入
れ
を
進
め
て
い
た
。人
員

の
確
保
や
福
祉
部
門
と
の
連
携

な
ど
、町
内
で
の
災
害
対
応
充

実
を
。

議員

被害状況を確認し判断 町長町長

問.

町
の
人
口
対
策
の
柱
は

基
本
計
画
と
総
合
戦
略
に
基
づ
く

町
長

　
　
　
　

町
の
人
口
対
策
や
定

住
促
進
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
、
最
も
根
拠
と
な
る

計
画
は
な
に
か
。

　

定
住
向
け
住
宅
を
建
て
る
の

で
あ
れ
ば
、
町
内
の
住
宅
の
現

状
、
地
域
の
特
性
、
ニ
ー
ズ
や

採
算
の
見
通
し
な
ど
、
詳
細
に

検
討
し
た
う
え
で
必
要
な
地

域
、
戸
数
を
定
め
る
べ
き
で
は

議員

な
い
か
。

　
　
　
　

22
年
策
定
の
町
総
合

基
本
計
画
の
ほ
か
、27

年
度
に
策
定
し
た「
よ
か
マ
チ

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
中
に
移

住
促
進
の
主
要
事
業
と
し
て
定

住
促
進
住
宅
整
備
を
位
置
づ
け

て
い
る
。

町長

平山　賢治  議員 黒木　德勝  議員

水害にも備える必要がある

災害に備え訓練する消防団

　
　
　
　

町
営
住
宅
は
削
減
を

進
め
、そ
の
跡
地
に
優

良
住
宅
建
設
が
行
わ
れ
て
お

り
、住
民
か
ら
も
不
安
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。住
宅
困
窮
者

向
け
の
施
設
も
計
画
的
に
整
備

を
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
国
保
税
の
専

決
処
分
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

議員



　

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課
題
へ
の
対
応
状

況
に
つ
い
て
、子
ど
も
課
よ
り
説
明
を
受

け
た
。

　

巡
回
相
談
な
ど
で
明
ら
か
に
な
っ
た

児
童
生
徒
の
実
態
と
し
て
、多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
生
活
、学
習
に
困
り
感
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。　

　

子
ど
も
課
で
は
、ど
の
子
ど
も
も
楽
し

く
学
び
、「
わ
か
る・で
き
る
」授
業
づ
く

り
を
目
指
し
、人
的
支
援
の
充
実
を
図

り
、０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。よ
り

よ
い
人
間
関
係
を
築
き
、夢
や
希
望
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
て
い
る
。

　

５
月
30
・
31
日
、
東
京
の
中
野
サ

ン
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
。

　

山
梨
学
院
大
学
の
江
藤
俊
昭
教
授
か

ら
、議
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て

○
住
民
に
開
か
れ
、
住
民
参
加
を
促
進

し
、
住
民
と
歩
む

○
議
員
間
討
議
と
議
決
を
重
視

○
監
視
と
政
策
立
案
の
役
割
を
発
揮

す
る
議
会
で
あ
れ
と
強
調
さ
れ
た
。

◆
神
奈
川
県
大お
お
い
そ磯
町
議
会
の
活
動

　

平
成
15
年
の
改
選
期
か
ら
議
員
の
男

女
比
が
７
対
７
と
な
り
、
16
年
か
ら
議

会
活
性
化
の
取
り
組
み
が
は
じ
ま
る
。

町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し

♦
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

①
障
が
い
の
あ
る
幼
児
、児
童
、生
徒
の

自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
た
主
体
的

な
取
り
組
み
を
支
援
。一
人
ひ
と
り
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、も
て
る
力

を
高
め
、生
活
や
学
習
上
の
困
難
を

改
善
、克
服
で
き
る
よ
う
に
適
切
な

支
援
を
行
う
。推
進
事
業
の
具
体
的

な
運
営
を
行
う
担
当
者
会
を
年
５

回
開
催
し
、縦・横
の
連
携
を
強
化
す

る
。

②
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
他
の
子
ど

も
と
平
等
に「
教
育
を
受
け
る
権

利
」を
享
有
、行
使
で
き
る
よ
う
に
、

町
と
学
校
が
、そ
の
子
の
状
況
に
応
じ

て
個
別
に
学
習
内
容
や
学
習
方
法
、

支
援
体
制
な
ど
に
つ
い
て
必
要
な
変

更
、調
整
を
行
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、子
ど
も
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、障

が
い
の
あ
る
子
の
卒
業
後
の
受
け
皿
が

な
い
こ
と
が
町
に
お
け
る
課
題
で
あ

り
、今
後
解
決
に
向
け
て
議
会
で
も
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
委
員
長　

安
丸
眞
一郎
）

て
、
議
員
研
修
や
勉
強
会
を
続
け
、
政

策
提
言
が
で
き
る
議
会
を
目
指
す
。

・
議
会
報
告
会
を
年
２
回
実
施

・
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
条
例
制
定

・
執
行
部
の
追
認
機
関
と
な
ら
な
い
よ

う
町
政
監
視
を
重
視

◆
長
野
県
飯い
い
づ
な綱
町
議
会
の
活
動

　

平
成
17
年
の
合
併
直
後
に
第
３
セ
ク

タ
ー
の
経
営
が
破
綻
し
、議
会
の
議
決
責

任
が
問
わ
れ
た
。

　

半
年
間
で
30
数
回
の
学
習
会
を
開
き
、

追
認
機
関
か
ら
脱
却
し
、町
長
と
切
磋

琢
磨
し
て
町
政
発
展
の一翼
を
担
う
よ
う

に
な
る
。学
ぶ
議
会
に
よ
り
議
会
力
は
向

上
し
た
。今
後
は
議
員
力
ア
ッ
プ
が
課
題
。

　

大
刀
洗
町
議
会
も
、よ
り
一
層
住
民

参
加
を
進
め
、協
働
の
社
会
を
作
る
た

め
、議
会
改
革
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。議
員
間
討
議
を
活
発
に
し
、

議
論
を
深
め
、採
決
に
臨
む
こ
と
。勉

強
を
重
ね
、議
会
力
、議
員
力
の
ア
ッ
プ

に
努
め
、政
策
提
言
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
必
要
と
強
く
感
じ
た
。

 （
副
議
長　

花
等
順
子
）

 

教
育
課
題
の
対
応
状
況
を
学
ぶ

総
務
文
教
厚
生
委
員
会

こ
れ
か
ら
の
町
村
議
会
を
考
え
る

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

研修
報告

　6月議会は29名（氏名記入者）の方に傍聴いただき、21
通のアンケート返信がありました。
　議事に関するご意見のほか、休日議会の継続や、議会
だよりの改善などのご指摘をいただきました。

一般質問の休日開催

は続けてほしい。生の

声が聞けて集中できる。

空き家対策や定住促

進など、やるのであれ

ば将来を見すえた政

策を作ってほしい。

住民や役職者に対

して、もっと傍聴を

呼びかけてほしい。

議会だよりは、住民

がどれくらい読んで

いるか調査して配布

方法を検討しては。

議員の質問に対して

答弁がかみ合ってい

ないことがあるので

しっかり追及を。
せっかく液晶画面があるの

で、質問資料を映すなど分

かりやすく工夫してほしい。

傍聴席の傍聴席の

　議会改革や、広報活動（議会だより発行）な

どで、他自治体の議会から視察を受けること

が多くなりました。どの議会からも活発な質問

が寄せられ、改革への意気込みが感じられま

す。他議会のすぐれた取り組みも学び、大刀

洗町議会でも生かせるよう担当委員会で協

議中です。

28年度の受け入れ状況

5月17日

5月20日

5月25日

5月26日

7月22日

熊本県上天草市

宮崎県川南町

広島県熊野町

長崎県川棚町

大分県九重町

議会広報

議会改革

議会広報

議会広報

議会広報

他議会からの視察を
　　　　受け入れてます
他議会からの視察を
　　　　受け入れてます

川棚町との意見交換

たちあらい 議会だより  第151号
平成28年7月発行 14
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よ
う
や
く

151
号
の
編
集
が
終
わ
っ

た
。議
会
後
１
ヶ
月
以
内
の
発
行
を

め
ざ
し
て
い
る
が
な
か
な
か
難
し

い
。

　

広
報
委
員
に
な
っ
て
驚
い
た
こ
と

が
あ
る
。１
つ
は
、議
会
だ
よ
り
を
議

員
だ
け
で
編
集
し
て
お
り
、８
回
も

編
集
会
議
を
開
い
て
い
る
こ
と
。２

つ
め
は
、全
国
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
10
位
に
入
賞
し
た
こ
と
で
あ

る
。

　
「
や
お
い
か
ん
な
～
」と
思
っ
て
も

黙
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
う
。「
議

会
だ
よ
り
は
見
や
す
う
な
っ
た
バ

イ
」と
の
声
を
励
み
に
し
て
い
る
。

（
平
田
）

本
郷
保
育
園
の
プ
ー
ル
遊
び
で
す
。

暑
い
日
は
楽
し
さ
倍
増
！

編
集
後
記平

山

賢

治

林　
　

威

範

安

丸

眞

一

郎

平

田

康

雄

花

等

順

子

　

大
刀
洗
町
に
住
み
、自
動
車
で

の
移
動
を
中
心
と
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、年
々
、道
路
が

整
備
さ
れ
、久
留
米
や
福
岡
都
市

圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
良
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、道
路
が
広
く
な
る
と

相
対
的
に
走
る
車
の
ス
ピ
ー
ド
も

上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。と
く
に
通
勤
時
間
帯
は
町

外
の
方
も
大
刀
洗
町
を
通
過
さ
れ
、

台
数
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。交
差

点
や
踏
切
の
渋
滞
を
避
け
、わ
ざ

わ
ざ
狭
い
道
へ
迂
回
す
る
車
も
多

い
よ
う
で
す
。

　

車
を
運
転
す
る
者
に
と
っ
て
は

便
利
に
な
っ
て
も
、車
に
乗
ら
な
い

子
ど
も
や
お
年
寄
り
に
は
歩
き
に

く
い
、自
転
車
に
乗
り
に
く
い
な
ど

不
便
な
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
中
学
生
と
小
学
生
の
父
親

で
す
。子
ど
も
た
ち
に
道
路
の
危

険
を
教
え
よ
う
と
は
す
る
の
で
す

が
、気
を
つ
け
て
も
防
げ
な
い
危
険

も
あ
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

難
し
い
課
題
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、幹
線
道
路
は
車
優
先
で
も
、集

落
の
周
辺
な
ど
の
生
活
道
路
や
農

道
で
は
通
過
車
両
を
制
限
す
る
、

通
学
路
や
住
宅
地
の
出
入
り
口
は

歩
道
や
舗
装
な
ど
を
工
夫
し
て
自

動
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
な
く
す

る
な
ど
の
対
策
も
必
要
で
は
と
思

い
ま
す
。

　

地
形
の
な
だ
ら
か
な
大
刀
洗
だ

か
ら
こ
そ
、自
転
車
や
歩
行
者
が

優
先
の
道
と
自
動
車
が
優
先
の
道
、

町
を
通
過
す
る
車
と
町
で
生
活
す

る
車
を
整
理
す
る
こ
と
で
、住
み

や
す
い
町
に
な
る
と
思
い
ま
す
。道

路
の
す
み
分
け
を
推
進
し
、先
進

的
な
田
園
都
市
を
整
備
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

道
路
の
す
み
分
け
を

町
民
の

「
声
」

西栄田

川野  哲郎さん

パソコンやタブレット
スマートフォンからも
ご覧いただけます。

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

9月議会（予定）

9月8日（木）開会
    ９月１７日（土）

インターネット
配信やってます

一般
質問

ここを
クリック‼

ページ

更新中です

お問い合わせ
☎77-4112（議会事務局）

http://www.town.tachiarai.fukuoka.jp/gikai/

大刀洗町議会 検 索
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